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貧困 
極端な気象による災害（広島県熊野町
川角【7月11日撮影（国土地理院）】 

(from UN Photo) 

難民 

（紛争、 

気候） 

大気汚染 

感染症のアウトブレイク 

土地利用の大規模な変化 



フューチャー・アースとは    
http://www.futureearth.org/ 

持続可能な地球社会のための知を生み出す国際的研究プログラム 
【目的】 

• 地球環境の変化に伴い地球が直面している危機に対応 

• 地球規模課題を解決 

• 持続可能な社会への転換、社会のイノベーションの創出 

 

【活動】 

• 科学の統合  (人文社会科学・自然科学の連携・統合） 

• 社会との知の共創と共有による複合的課題解決 

  (社会のステークホルダーとの超学際的連携・協働） 

   Co-design, Co-production, Co-delivery 

• フューチャー・アースのプロジェクト同士、他の既存の関連プログラムや
プロジェクトとのネットワーク構築、協働、情報交換の場を提供 



Future Earth has global connections  



The governance of Future Earth 

• 東京 
• パリ 
• ストックホルム 
• モントリオール 
• コロラド 

• 京都 
• キプロス 
• インド 
• 南アフリカ 
• エジプト 



6 

Governing Council（評議会） 

• International Science Council (ISC) 

• The Belmont Forum of funding agencies 

• United Nations Educational, Scientific and Cultural Organization (UNESCO) 

• United Nations Environment Programme (UNEP) 

• United Nations University (UNU) 

• World Meteorological Organization (WMO) 

• The Sustainable Development Solutions Network (SDSN) 

• STS forum 
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Global Research Projects (GRPs) 
Future Earthには、様々な分野における20以上のプロジェクトがあります 

生物多様性 

地球・社会の歴史 
海洋、沿岸、水 

モンスーンアジア 

大気 

土地利用 

健康 

ガバナンス 

エコシステム 

炭素排出 モデリング 

http://www.imber.info/
http://www.earthsystemgovernance.org/
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.globalcarbonproject.org/global/images/theme/gcp75.gif&imgrefurl=http://www.globalcarbonproject.org/carbonneutral/ZeroNet.htm&h=75&w=183&tbnid=UzsG9Vrge5p1tM:&zoom=1&docid=lJxPhEejxBpZoM&ei=zTGTVZ7mEdbj8AXHu734Dg&tbm=isch&ved=0CCEQMygBMAE&biw=1346&bih=599
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.igacproject.org/sites/all/themes/bluemasters/images/LogoFiles/IGACLogo/IGAC_300dpi_white.png&imgrefurl=http://www.igacproject.org/Logos&h=1101&w=1093&tbnid=jQT1mHEZhKuMLM:&zoom=1&docid=Sdoyf4W-FofpnM&ei=IjSTVYPSDJLM8gW0toHABQ&tbm=isch&ved=0CCAQMygAMAA
http://ihopenet.org/
http://irg.bnu.edu.cn/index.asp
http://www.pecs-science.org/2.1a508a66139b5dba5cb1fc.html
http://www.pages-igbp.org/
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https://ugec.org/files/2015/06/AIMES-300x236.jpg&imgrefurl=https://ugec.org/&h=236&w=300&tbnid=jakdYOZuxOOzRM:&zoom=1&docid=phGUOxNL1VP1MM&ei=LDCTVZC4ONXh8AXpgo3IAg&tbm=isch&ved=0CCAQMygAMAA


Knowledge-Action Networks 
Decarbonisation 

Finance 

& Economics 
Emerging Risks 

& Disasters 
Health 

Natural Assets Ocean SSCP 

 

Urban 

Water-Energy-

Food Nexus 

Knowledge-Action Networks (KANs)：知と実践のネットワーク 
科学的知見を実社会でのアクションに結びつけるために、超学際的な連携活動をしています 



国際会議でのメッセージ発信 
COPや国連の会議において、様々な情報を提供し、メッセージを発信しています 



日本におけるFuture Earth 
アジアでのネットワークも活発で、日本をはじめ多くの国に国内委員会があります 

組織 主な連携機関 概要 

Global Hub 
(国際ハブ） 
Japan 

東京大学  

（IR3S：サステイナ

ビリティ学連携研
究機構) 

• 国際ハブ（Global Hub)は、世界5カ所（アメリカ、カナダ、スウェーデン、フランス、日本）に
設置され、一体としてFuture Earthの運営を取りまとめます。 

• 日本ハブ事務局長：春日文子（国立環境研究所 特任フェロー） 

アジア地域 

センター 

総合地球環境学 

研究所 
• 地域センター・オフィスは、世界の各地域（中近東・北アフリカ、アジア、南アジアなど）に置
かれ、国際本部と共にFuture Earth事務局の一翼を担います。 

• 各地域で、連絡調整、研究促進、コミュニケーション、教育と人材育成、統合と展望などの
事務局機能を担い、また、地域と国際本部事務局をつなぐチャネルとして、潤滑なコミュニ
ケーションをサポートします。 

• アジア地域センター事務局長：ハイン・マレー氏（総合地球環境学研究所・副所長） 

日本 

国内委員会 

日本学術会議 • 日本国内委員会は、以下の目的を達成するべく、2017年に設置されました。 

-社会の幅広いステークホルダーとの連携・協働を通して、我が国における超学際の取り組
みを推進する 

-国連持続可能な開発目標(SDGｓ）の実現に向けた国内外の社会各層の取り組みに貢献
する 

-国際事務局日本ハブ及びアジア地域センターの活動を支え、我が国の国際的な取り組み
を強化する 

• 委員長：武内和彦氏（東京大学 サステイナビリティ学連携研究機構・機構長） 

日本は、国際協働研究活動とアジア地域の研究活動の両方のレベルで、Future Earthにおける重要な役割を果たしています。 



日本委員会の構成員 
多くの学術組織やビジネスの組織・関係者が、日本委員会の活動を支えています 

• 北海道教育大学（函館校国際地域学科） 

• 東北大学 

• 茨城大学 

• 千葉大学 

• 国連大学（サステナビリティ高等研究所） 

• 東京大学（国際高等研究所サステイナビリティ学連携研究機構） 

• 慶応義塾大学（大学院政策・メディア研究科） 

• 名古屋大学（大学院環境学研究科） 

• 京都大学（学際融合教育研究センター Future Earth研究推進ユ
ニット） 

• 三重大学（大学院 生物資源学研究科） 

• 鳥取大学（国際乾燥地研究教育機構） 

• 広島大学 

• 高知工科大学（フューチャー・デザイン研究所） 

• 九州大学（持続可能な社会のための決断科学センター） 

• 中部大学 

• イクレイ日本 

• 科学技術振興機構／社会技術研究開発センター 

• 国立環境研究所 

• 統合地球環境学研究所 

• 地球化学戦略研究機関 

• 日本科学未来館 

• CSOネットワーク 

• 文部科学省（研究開発局環境エネルギー課） 

• イオン環境財団 

• グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン 

• 日本学術会議 

• 北海道大学大学院保健科学研究院 

• 花王株式会社 

役職 氏名 所属・職名 

共同 
委員長 

武内和彦 東京大学国際高等研究所サステイナビリティ
学連携研究機構長・特任教授 

委員 

安岡善文 千葉大学環境リモートセンシング研究センター
長、東京大学名誉教授 

蟹江憲史 慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科教
授 

江守正多 国立環境研究所地球環境研究センター 気候
変動リスク評価研究室長 

安成哲三 総合地球環境学研究所所長 

毛利衛 日本科学未来館館長 

黒田かをり CSOネットワーク事務局長・理事 

山本百合子 イオン環境財団事務局長 

横地 洋 文部科学省研究開発局環境エネルギー課長 

大西隆 日本学術会議前会長、豊橋技術科学大学学
長 

オブザー
バー 

春日文子 フューチャー・アース国際本部事務局日本ハブ
事務局長、国立環境研究所特任フェロー 

ハインマレー フューチャー・アース・アジア地域センター事務
局長、総合地球環境学研究所教授・副所長 

長谷川雅世 国際環境経済研究所主席研究員 

堅達京子 NHKエンタープライズ制作本部情報文化番組 
エグゼクティブ・プロデューサー 

 日本委員会・運営委員及びオブザーバー  日本委員会・参加機関 



気候変動
と健康 

持続可能な
消費と生産 

自然の
恵み 

日本での連携：イオン環境財団 
イオン環境財団、東京大学とともに「イオン未来の地球フォーラム」を開催 

第１回 第３回 第２回 



日本での連携：花王株式会社 
花王・東京大学とともに「未来洗浄研究会」を設立しました 

 洗浄は、人間が清潔に快適に暮らしていくために
必要不可欠な行為ですが、現在の洗浄は、大量の
原料、水、エネルギーを必要とし、また、大量の排水、
廃棄物を出しており、世界中の人々が将来にわたっ
て続けられる（洗浄の）仕組みになっているかどうか、
定かではありません。 
 そこで、「世界中の人々がサステナブルに清潔に
快適に暮らせる社会」を目指して、事業領域や学問
領域の枠を越え、産学公民のさまざまな知恵を集め
て、未来の洗浄について、議論・提案する場として、
本研究会を設立します。 

設立趣旨 



SDGsアクションプラン 
政府のSDGs推進本部「ＳＤＧｓアクションプラン2019」に位置付けられています 



SDGs：17のゴールは相互に関連している 

SDGs “Wedding Cake” 

Source: Stockholm Resilience Center 

環境 

社会 

経済 



SDGs達成の際に留意すべき相乗効果と相殺効果（矛盾、
tradeoffs） 

例： 
農業生産性の向上(2.3) vs 感染症の増加の可能性(3.3)や生物多様性の減少(15.1~15.3) 



科学的根拠が必要 
例：Goal 3: すべての人に健康と福祉を 
 • Target 3.9: 2030 年までに、有害化学物質、ならびに大気、水質及び土
壌の汚染による死亡及び疾病の件数を大幅に減少させる。 
 

 現状の理解、説明、目標値設定のために、科学的根拠が必要 
       例えば、下記の点の記述はない⇒これから決めなければならない 
 

•どの有害化学物質に対して, どこの国・地域で, 何の疾病を対象と
して対策をとるのか 

•現状の疾病発生はどの程度か 
• 「大幅に」というのはどの程度を目指すのか 
•どうやって達成度を把握（モニター）し、評価するのか 
•複数の将来シナリオ（環境変化、社会の変化、人口の変化など）
にどのように対処するのか 
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Future Earthは、SDGsのTargetsや 

Indicatorsの設定、実施のモニタリング、 

評価のために、系統的に貢献する 

Regionally defined, globally implemented 

国、自治体、企業、
投資家など、SDGs

実施主体が必要と
する科学的根拠を、
利用者にとってカス
タマイズされた形で
提供する体制が必
要 



Science-Based Targets 

1. 科学に基づくデータ、リスク、
数値の幅などの収集、評価、

統合集約 

(社会科学者と自然科学者) 

Earth Commission 

2. いくつかの異なる数値目標が
環境と社会に与える影響の 

シナリオを提示 

3.科学的根拠に基づく数値
目標に関する合意形成 

(科学‐社会‐政策決定者
間の対話) 



Exponential Climate Action Roadmap: Future Earth co-designs with stakeholders 

and shows the pace and scale that actions impact  



Feeding the planet doesn't require further deforestation 

• 500 scenarios for food production to 2050 for 9 billion people 
• 289 scenarios don’t require deforestation 
• Dietary choice is critical 
• Low meat, vegetarian or vegan diets give highest likelihood of success 

 
Karl Heinz Erb et al, Nature Communications (2016). Global Land Project 



Website:   www.futureearth.org 
Blog:    www.futureearth.org/blog 
Facebook:  www.facebook.com/futureearth.org 
Twitter:   @FutureEarth 

Thank you very much! 


